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· 砂糖

· 水

· 氷砂糖（結晶の核にするため）

· 釣り糸（氷砂糖を結びつけるため）

· 鍋（砂糖水を沸騰させるため）

· ふたつきガラス容器（結晶を作るため）

２　手順

1 １００ｍｌの水に対し，３００～３５０ｇの砂糖を用います。

2 結晶を作る容器の大きさにあわせて，水と砂糖の量を調整します。

3 鍋に水と砂糖を入れて加熱し，軽く沸騰したらすぐに火を止めます。このとき，よくかき混ぜないとふきこぼれます。

4 やけどをしないように注意しながら，熱い砂糖水をガラス容器に移しかえます。ガラス容器が割れないように，あらかじめお湯で温めておくとよいです。

5 釣り糸で結んだ氷砂糖を吊り下げ，結晶を作るときの核にします。熱いうちに手早く吊り下げますが，バランスが悪かったり熱すぎたりすると氷砂糖が溶けて落ちてしますことがあります。（吊り下げる直前に，氷砂糖をさっと水洗いしてください）

6 すぐに容器のふたをし，机の上などに置いて１週間から１ヶ月くらい観察を続けます。（保温する必要はないので，いつでも結晶の成長が見えます）

7 できた大結晶は，標本にして保存してもよいし，おやつとして食べることもできます。

３　うまく作るコツ

· 熱い砂糖水に氷砂糖（結晶の核）を吊るす。

	熱い砂糖水は飽和状態ではありませんが，核の氷砂糖は少ししか溶けません。そして，冷えるにしたがって，核の氷砂糖だけが成長します。


· すぐにガラス容器のふたをする。

	これにより，液面からの結晶析出もありません。


安全のために

· 砂糖水を沸騰させるとき（火を使うとき）は，必ず大人と一緒にしてください。また，沸騰させるときやガラス容器に移しかえるときなどは，やけどをしないように注意してください。

· 砂糖水を沸騰させるとき，ふきこぼれに注意してください。

· ガラス容器が割れないように，あらかじめお湯で温めておくとよいでしょう。

参考yahooでキーワード「砂糖の大結晶」とし検索してください。
　  京都市青少年科学センターホームページより

（http://www.edu.city.kyoto.jp/science/science/sci-news/jikken/n02.html）
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